
月　　   日年12022 28 16:00      19:00

セミナー

人 文 学 の た め の

金

主催　科学研究費基盤研究B「近代ユーラシア高緯度帯の風土病とそのパンデミック化：帝国医療研究の拡張を目指して」（宮崎千穂：21H00500）／
　　　科学研究費新学術領域研究 （研究領域提案型）「出ユーラシアの統合的人類史学：文明創出メカニズムの解明」（松本直子： JP19H05731）
共催　北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター／岡山大学文明動態学研究センター／科学研究費基盤研究B「「14世紀の危機」についての文理協働研究」(諫早庸一： 21H00555)
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Ｎ
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Ｎ
Ａ
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史
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史
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Ｎ
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受
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融
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セ
ミ
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代
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Ｎ
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Ｎ
Ａ
研
究
の
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Ｎ
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に
つ
い
て
」

［開催形態］ オンライン（ウェビナー形式・要事前登録）    ［対象］ 歴史学・考古学など人文学の研究者・大学院生・学生

国立国会図書館蔵『黄帝内經素問註證發微 9卷 補遺 1卷』（慶長13年）
Wellcome Collection: De morbis libri IV. De passionibus libri II. De sacro morbo comitialive, liber I. De glandulis per omnia membra, liber I. De locis in homine, liber I. De specie, acie, visuve, liber I. 
De humoribus liber I. De mariscis et haemorrhoidibus liber I. De furore insaniave, liber I. De atrae bilis agitatione melancholiave, liber I / Interprete M. Fabio Calvo Ravennate. 1526.
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事 前 登 録 は こ ち ら か ら



プ ログ ラ ム

司　  会

廣川和花
［専修大学］

趣旨説明

16:00 -16:10
宮崎千穂

［北海道大学］

講  演  1

16:10 -17:10
水野文月
［東邦大学］

生物遺骸に残された
"DNAの記録"を読み解く

講  演  2

17:10 -18:10
澤藤りかい

総合研究大学院大学/
日本学術振興会

古代の病原体DNA解析
̶その動向と評価について

休 　 憩

総合討論

18:20 -19:00

水野文月
東邦大学

古代DNA研究は、1984年、博物館
に保管されていたクアッガ（絶滅した
シマウマの一種）の組織からDNAを
抽出したことから始まったといわれて
います。生物遺骸のDNAを直接的
に分析することで、「過去に生きて
いた生物のDNAの記録」を読み解く
ことが可能となります。当時の分析手
法では数百塩基しか読み取ることが
できませんでしたが、今世紀に入り、
次世代シーケンサと呼ばれるハイス
ループットな分析機器の登場によっ
て、大変革が起きました。その結果、
「古代DNA分析から古代ゲノム分析
へ」の大きな飛躍が生まれました。現
在、世界各地の様 な々時代の遺跡か
ら出土した多様な生物遺骸の塩基配
列情報が解読され、得られる情報が
量質ともに変貌し、個 の々"DNA"から
総体としての“ゲノム情報”へと拡が
ることで、新たな時代を迎えようとし
ています。本セミナーでは、用語や研
究手法を含めて、古代ゲノム研究の
一端をご紹介したいと思います。

「生物遺骸に残された
"DNAの記録"を読み解く」

澤藤りかい
総合研究大学院大学／
日本学術振興会

古代の病原体について、DNA分析
など理化学的手法を用いた研究成
果が近年増えています。これらの内
容は人文学においても重要な意味を
持つ一方で、それをどう評価するべ
きなのか、どのように研究成果を探
せばいいのかという具体的な方法に
ついてはあまり論じられることがあり
ません。本発表では、古代の病原体
DNA解析の動向を紹介するととも
に、実際の研究例を取り上げ、論文
の評価の仕方・読み解き方について
解説します。また、専門分野の研究
者がどう論文を探し、評価するのか
など、より高次の視点の「論文の読
み方」についても論じる予定です。

「古代の病原体DNA解析
̶その動向と評価について」

北海道大学スラブ・ユーラシア研究セン
ター／岡山大学文明動態学研究セン
ター／ 科学研究費基盤研究B「「14世
紀の危機」についての文理協働研究」
(諫早庸一: 21H00555)

科学研究費基盤研究B「近代ユーラシ
ア高緯度帯の風土病とそのパンデミック
化：帝国医療研究の拡張を目指して」
（宮崎千穂: 21H00500）／ 科学研究費
新学術領域研究 （研究領域提案型）
「出ユーラシアの統合的人類史学：文明
創出メカニズムの解明」（松本直子: 
JP19H05731）

年

1
2022

28
16:00    19:00

金

要事前登録

開催形態
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共　催

主　催

歴史学・考古学など人文学の
研究者・大学院生・学生

各種お問合せは
申込フォームから
お願いします。




